
2025年度

時 期 2年前期 単元 学科 教科名

2級自動車ガソリンエンジン

2級自動車ジーゼルエンジン

総時限 30時限 ガソリンエンジン構造 堀切　晶

必須時限 28時限 ジーゼルエンジン構造 石井　隆幸

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造・作動について指導する。

１．４ストローク１サイクル・エンジンの構造、作動を理解する。

２．ガソリン・エンジンの構造、作動を理解する。

３．ガソリン・エンジン電子制御の構造、作動を理解する。

４．ジーゼル・エンジンの構造、作動を理解する。

１．ガソリン・エンジンの燃焼方式、性能、燃焼を説明できる。

２．国家試験に係るバルブタイミングの問題の説明ができる。

３．レシプロ・エンジンの構造、機能を説明できる。

４．潤滑装置の循環、制御、冷却を説明できる。

５．冷却装置の電動ファン、電動ポンプの構造、作動を説明できる。

６．電子制御式ガソリン、LPG燃料噴射装置の構造、作動、制御を説明できる。

７．ジーゼル・エンジンの燃焼方式、性能、燃焼を説明できる。

８．エンジン本体の構造、作動を説明できる。

９．潤滑、冷却装置の構造、作動、制御を説明できる。

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良 (一級工学科70点以上)　　　60点未満：不可 (一級工学科70点未満)

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。（一級工学科70点以上）

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

・「三級自動車ガソリンエンジン」を復習しておくこと

・「三級自動車ジーゼルエンジン」を復習しておくこと

第1号様式(1/2)

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画

　一級自動車工学科、自動車整備科

　自動車整備・カーボディマスター科

　自動車整備・マスターメカニック科

　自動車整備・トータルマスター科

教科

担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車整備

エンジン整備2F

2025年3月22日

５．準備学習



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 2級自動車ガソリンエンジン 1

2 2級自動車ジーゼルエンジン 1

3 ガソリンエンジン構造 1

4 ジーゼルエンジン構造 1

5

6

7

8

9
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ジャーナルベアリング、クランクシャフトに働く力、バランサ機構２GP２７～P３０

バルブ、バルブ開閉機構、可変バルブ機構２GP３０～P３４

燃焼方式、バルブタイミング２GP7～P１０

熱効率、平均有効圧力、仕事率、諸損失、体積効率と充填効率、出力試験２GP１０～P１３

燃焼過程、ノッキング、排出ガス２GP１３～P１７

エンジン本体シリンダヘッド、シリンダブロック、ピストン２GP１９～P２３

ピストンリング、コンロッド、コンロッドベアリング、クランクシャフト２GP２３～P２７

第1号様式(2/2)

　一級自動車工学科、自動車整備科

　自動車整備・カーボディマスター科

　自動車整備・マスターメカニック科

　自動車整備・トータルマスター科

2025年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

2年前期 学科 エンジン整備2F

可変バルブ・タイミング機構２GP３５～P３９

可変バルブ・リフト機構、潤滑装置２GP３９～P４５

冷却装置、電子制御式ガソリン燃料装置２GP４７～P５２

電子制御式LPG燃料装置、吸排気装置ターボ２GP５３～P５９

吸排気装置スーパーチャージャ、可変吸気装置、EGR装置２GP６０～P６４

電子制御装置スロットル及びアクスル、空燃比検出２GP１０８～P１１０

電子制御装置クランク角度、ピストン上死点検出、温度検出２GP１１１～P１１４

電子制御装置その他の信号検出２GP１１４～P１１７

電子制御装置　燃料噴射装置２GP１１７～P１１９

ジーゼルエンジンの教科書により上記の補足説明、総合復習２DP7～P36

中間試験

授業概要（教科名、時限数、担当教員、学習目標、評価）

電子制御装置　点火制御装置２GP１３１～P１３４

電子制御装置　電子制御式スロットル装置２GP１３４～P１３５

総合復習

総合復習

期末試験

電子制御装置　燃料噴射装置２GP１１９～P１２１

電子制御装置　燃料噴射装置２GP１２１～P１２３

電子制御装置　アイドル回転制御装置２GP１２３～P１２５

電子制御装置　アイドル回転制御装置２GP１２５～P１２８

電子制御装置　点火制御装置２GP１２９～P１３１

電子制御装置吸入空気量計測２GP１０５～P１０８



2025年度

時 期 2年後期 単元 学科 教科名

2級自動車ジーゼルエンジン

ジーゼルエンジン構造

総時限 15時限

必須時限 14時限

1．指導教員の実務経験 該当 非該当

自動車整備士として、エンジン整備の実務経験がある教員によりエンジンの構造・作動について指導する。

１．ジーゼル・エンジンの吸排気装置の構造、作動を理解する。

２．ジーゼル・エンジンの点検、整備の考え方、方法を理解する。

３．ジーゼル・エンジンの故障探求の考え方、方法を理解する。

４．ジーゼル・エンジンの燃料装置の構造、作動を理解する。

５．ジーゼルエンジンの電気装置、予熱装置の構造、作動を理解する。

１．ジーゼル・エンジンの吸排気装置の構造、作動、制御を説明できる。

２．ガソリン・エンジンの点検、整備の考え方、方法を説明できる。

３．ジーゼル・エンジンの故障探求の考え方、方法を説明できる。

４．ジーゼル・エンジンの燃料装置の構造、作動、制御を説明できる。

５．ジーゼルエンジンの電気装置、予熱装置の構造、作動、制御を説明できる。

・学科履修試験で評価する。学科履修試験は80分間で実施する。

　○×、選択肢、記述により100点満点で評価する

・合格点：60点以上

　80点以上：優　　　60点以上：良 (一級工学科70点以上)　　　60点未満：不可 (一級工学科70点未満)

・不合格の場合、再試験を受験し、60点以上で合格とみなす。（一級工学科70点以上）

　再試験合格の場合、得点に関わらず評価は「可」とする。

・再試験不合格の場合、学校長の権限により教科判定試験を実施し、合格とみなす場合がある。

・「三級自動車ジーゼルエンジン」を復習しておくこと

石井　隆幸

５．準備学習

第1号様式(1/2)

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

授業計画

　一級自動車工学科、自動車整備科

　自動車整備・カーボディマスター科

　自動車整備・マスターメカニック科

　自動車整備・トータルマスター科

教科

担当

発行日
教科書等

持参品

科 目 自動車整備

エンジン整備2S

2025年3月22日

堀切　晶



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 2級自動車ジーゼルエンジン 1

2 ジーゼルエンジン構造 1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

予熱装置　２DP９７～９９

燃料及び潤滑剤　２DP１０１～１０３

エンジンの点検、整備２DP１０５～１０９

故障探求　２DP１１１～１２２

期末試験

ECU　各種制御　２DP５１～５２

ユニットインジェクター　２DP５３～５５

ユニットインジェクター　２DP５６～６０

吸排気装置　２DP６１～６４

吸排気装置　２DP６５～６６

概要説明　第５章燃料装置　コモンレール　２DP３９～４０

コモンレール　２DP４１～４２

コモンレール　２DP４３～４４

コモンレール　２DP４５～センサ４７

センサ２DP４８～５０

第1号様式(2/2)

　一級自動車工学科、自動車整備科

　自動車整備・カーボディマスター科

　自動車整備・マスターメカニック科

　自動車整備・トータルマスター科

2025年度 授業計画

主な授業内容

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

2年後期 学科 エンジン整備2S


